



As falas dunha aldea de San Martín de Suarna en Galicia
















この村に、Por guardar casa de avolos danche









































または porco bravo ともいう)、ノロ鹿 (corzo)、


































































(xamóis もも肉)、ラコイス (lacóis 肩肉)、ト





























リスマスの前々日に、カポン祭 (O Capón de
Vilalba) がある。これは18世紀から続く行事で、
鶏肉を販売するガリシアの伝統的な市だ。













































































た), Casa do Cura (司祭の家), Casa do Tío Xan
(シャンさんの家・tío は一般に伯父の意味だ
が、ガリシア語では敬称として使われる), Casa
do Ferreiro (鍛冶屋),Casa da Pena (岩屋・大き
な岩があるところに建てられていることから命
名された), Casa de Maripepoa (マリペポアの家
・マリアと愛称のペポアを組み合わせた命名)ま
たは Casa da Torre (塔の家・嘗て３階建てであ
ったことから命名された、１階部分は家畜の住
まいとして使われたが現在は取り壊されてい
る), Casa do Blanco (ブランコ家), Casa do Perico
(ペリコの家・ペドロの愛称から命名された),
Casa do Seco (セコ家), Casa do Branquín (純白
屋), Casa de Villabol (ビジャボル家), Casa de
Villaverde (ビジャベルデ家), Casa de Quizán
(ケイサン家),Casa de Carballido (カルバジド
家), Casa de Minguxo (ミングショの家・名前
ドミンゴの縮小辞から命名された), Casa da
Puridiña (坂道の家・坂道に建っていることか
ら命名された), Casa de Moia de Riba (上モイ
ヤ家・モイヤ村から引っ越してきて住んでいる
ことから命名された),Casa de Moia de Baxo
(下モイヤ家), Casa do Galego (ガリシア家・ナ
ビア地方 Galego から移転して住んでいること





た), Casa da Chaila (平地屋・平らなところに
建物があることから命名された)。
Casa の後に前置詞 de がくると名字であり、
do, da (前置詞 de+定冠詞 o, a の縮約形)の場合
は普通名詞または字名がくる。形態論的に見る
























lunes,水曜日 mércores → miércoles, 金曜日
venres → viernes, 月の名前も同様に、１月
xaneiro → enero, ６月 xuio → junio, ７月 xuilín
→ julio, 人名も シャン Xan → Juan, ショコ













































る。例えば、¡Venga usté acá! こっちへ来い、¡Me
cago en la (または en la の代わりに na) puta
leche! くそったれ、¡Tengo dicho y tengo dicho y














1)ヘアーダ (gheada … g の音が咽頭摩擦音と
して発音される現象）都市名の Lugo はガリ
























ナ村では Tu ben o sabes お前はそれを良く知
っている、ガリシア中央・西部では Ti ben o
sabes である。
5)/kw/, /gw/ の維持
スワルナ村では cuatro 4, guardar 保存する、
のように母音 u を維持しているのに対して、
ガリシア中央から西部地域では/k/, /g/と単
純化して catro, gardar である。
6)組み字 -ax- の維持
スワルナ村では axada 鍬、baxar 降りる、faxa
帯、であるのに対して、ガリシア中央・西部
では aixada, baixar, faixa のように中間に-i-
母音が挿入される。
7)母音間の-n-が消失








ガリシア語の chão は、chao 又は chau に進
展してガリシア東部で使用されている。ガリ
シアの中央・西部では地域では chão > chan
と変化したように鼻子音 n が現れている。
「月曜日」を表すラテン語 lunae は、スワル









ladrois, ガリシア中央・西部では ladróns 又
は ladrós である。単数形の can 犬 →スワル
























央・西部では muíño, avó, freixó のように-l-
は消えた。さらにスワルナ村では、calecer
(quecer) 温める、calente (quente) 熱い、
orizolo (orizo) 毬、garañola (grañoa) 藁紐、
colòbra (cobra) 蛇、beligo (embigo) 臍、の
ように-l-が維持されている。( ) 内の語
形はガリシア中央・西部で使われる形態。
12)弱形代名詞 ol, al の形態
Dámol 私にそれをください (カスティーリャ
語 dámelo), coméuol 彼はそれを食べた (カ
スティーリャ語 comiólo → lo comió)。ガリ
シア中央・西部では dámeo, coméuo である。
弱形代名詞は o であるが、語末に-l を添加し
たのは改新的な特徴といえる。Tráiol それを
持って来い、non ol traias それを持ってくる
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な。男性形 ol から女性形 al が作られたと考










した: vecín 隣人, toucín 豚の脂肪, camín 道。
男性複数形は-íns ではなく、-íus となる。「隣
人」の男性複数形は vecíus である。女性複




touciño, camiño で、女性複数形は veciñas で
ある。
15)縮小辞-ín は単数男性形、女性形は-ía:
neno 男の子 → nenín, paxaro 鳥 → paxarín。
地名にも Airixín, Mosteirín, Salgueirín など
がある。







院) は xabaril の形態を推奨しているが、な
ぜガリシアの東部の形態を取り入れたもので





















coñezamos + カスティーリャ語 conozcamos
の混成変種形とでもいう語形だ。
➂ 改新的特徴について
17) 語中音の母音が消失して-lg, -ld が現れる
ラテン語 natis 臀部 > 中世ガリシア語*nad'ga
> nalga のように変化し、スワルナ村では
nalga である。ガリシア中央・西部では natis










18) 語尾に母音の i が挿入される
スワルナ村だけでなくガリシア東部にかけて
みられる現象で、bercio ゆりかご (ガリシア
中央・西部では berce,または berzo), partio
分娩 (ガリシア中央・西部では parto),
lendia 伝説 (ガリシア中央・西部では






















Cuzo / cuza: 雄犬と雌犬。ガリシア中央・西部
では can / cadela であるが、ガリシア東部では
cuzo が使われている。






Dolo: ラテン語 dolu に由来する語で、哀れみ
・苦しみという意味。Daba dolo velo 彼を見る




査した Xosé Miguel Suárez Fernández,
Vocabulario de Mántaras (Tapia) Aportacióis al
léxico del galego-asturiano, A Caridá, Xeira,
1996のなかに、¿Nun vos dá dolo ver tanta xente
pasando fame? 多くの人が飢えに苦しんでいる
のを見て不憫に思わないか、という文が ある。
Engalar: 飛ぶ。ガリシア中央・西部では voar で
ある。この語はアストゥリアスのガリシア語地
域エオナビアでも使われている。シャビエル・
フリーアス (Xavier Frías) の作品に El Xabaril
que querá engalar (1991)『空を飛ぶ猪』がある。
Foira: 下痢。下痢を表す語は、ガリシアでは一
般的に cagarría または diarrea であるが、 スワ






ピキーン (Ribeira de Piquín) でも使われてい



























れる。隣接する２音の位置 (-it-> -ti-) が転換



























gadaña (ゲルマン語 waidanjan から派生した語
らしい) が一般的だが、さらに rancallo, raña
と呼ぶ所もある。「小鎌」は podón であるが、







Isto é a miña memoria de visita-la aldea ben
bonita do Val de Suarna, é dicir, San Martín
de Suarna.
Eiquí quero deixar constancia do meu
agradecemento ó Estimado Profesor D.Antón
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Santiago de Compostela, que me deu muitas
axudas pra facer este traballín.
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